
おたっしゃだより

“幸せますますささえ愛隊”が活動しています

　「高齢者が住み慣れた地域で、ずっと安心して自分らしく暮らし続けられるように、地域
のみなさんで助け合う仕組みを作る」取り組みです。

～幸せますますささえ愛隊がめざすまちづくり～
　★通いの場作り　　　★見守り支援の強化
　★困りごとの解決　　★通いの場の支援
　★サービス資源の活用

＜この活動からできたこと＞
　①くらしのお助け連絡帳
　②暮らしサポートセンターの設置　など

第10次多久市高齢者福祉計画（令和９年～11年）の
策定委員になりませんか？

■応 募 資 格　市内に在住する40歳以上で、高齢者福祉に関心をお持ちの人
　　　　　　　（平日の日中に会議へ出席できる人）
■募 集 人 数　 1～ 2人
■委員の任期　 8月から令和 9年 3月　※この期間に 4回ほど会議を開催します

　※興味のある人は、 7 月22日㈬までに高齢者支援係（☎0952-75-6033）にお問い合
わせください

　高齢者一人ひとりが住み慣れた家庭や地域で安心して暮らすことができるために、高齢
者の介護予防事業などについての取り組みや地区活動などについての活動計画があります。
　この計画は定期的に見直しを行うこととしており、今年度見直しを予定しています。
　このため、これまでの実績を検討し、計画を見直し、策定する多久市高齢者福祉計画策
定委員会の委員を下記の要領で募集します。

生活支援体制整備事業（幸せますますささえ愛隊）とは？

多久市生活支援体制整備事業

～介護に関する相談に応じます～
　天寿荘在宅介護支援センター　　　☎0952-74-4818
　いこいの里在宅介護支援センター　☎0952-75-3558

募集要領

みんなで防ごう！高齢者虐待
　高齢社会の昨今、自宅での介護や認知症介護の増加など、介護をとりまく現状は年々多様化していま
す。その中で、介護の頑張りすぎや、家族の介護疲れ、人間関係の不和などにより高齢者虐待へ発展す
る場合があります。また、家族・親族・地域・近隣などからの孤立、関係悪化が、自分自身への虐待（セ
ルフネグレクト）に繋がる場合もあります。

　 こんなことはありませんか？
　　・身体に小さなキズがよくみられる
　　・家から怒鳴る声や、泣き声がよくきこえる
　　・いつも汚れた衣類を着ている
　　・元気がなく、家に閉じこもってばかりみたい
　　・家族が介護に悩んでいるようだ

　高齢者虐待の防止には、地域のみなさんの協力が不可欠です。「見守り・気づき・助け合い」で、虐
待の起こらない地域づくりをめざしましょう。お互いに日頃のあいさつや声かけが大事です。
　誰かの気付きによって、早めに相談したり、福祉サービスを利用することで、介護負担の軽減や生活
状態の改善が図られ、虐待の防止・解決につながることがあります。

ご相談は市役所１階 高齢・障害者支援課内、多久市地域包括支援センター（☎0952-75-6033)まで

介護をしているご家族などのみなさんへ

　介護の情報を交換したり、気持ちを話し合ったりすることで
気分転換を図る交流会を開催しています。
　毎月様々なミニ講座も行っています。
■日時　 7月24日㈮　13時30分～15時30分
　　　　 8月28日㈮　13時30分～15時30分
　　　　 9月25日㈮　13時30分～15時30分
■場所　天寿荘地域交流センター（ 1階）
■ミニ講座　おむつの勉強会（ 7月24日㈮）
　参加希望の人は、担当の介護支援専門員（ケアマネジャー）または、高齢・障害
者支援課（☎0952-75-6033）にご連絡ください。

家族介護交流会のお知らせ
毎月

第 4金曜日に
開催して
います！

高齢・障害者支援課 高齢者支援係　☎0952-75-6033問
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